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令和6年度　一般社団法人一粒福祉会事業報告　　2025年3月作成
＜法人の理念＞
人のため、地域のため
＜行動指針＞
～つながりでハンディキャップを乗り越える～
1 利用者のため
～障害のある人たち、高齢になった障害者のための居場所づくり・生活支援～
～高次脳機能障害者・失語症者の暮らしを支える～
2 働き人のため
～障害のある方の雇用、高齢者、疾病をもつ人たちの雇用支援、子育て中や家族の介護をする人にも働きやすい職場づくりと仕事の支援～
3 地域のため
～支え合いの地域づくり、啓発活動、人々のお互いの違いを認め合う社会を目指す～

＜令和6年度の事業報告＞
1 職員の研修を充実し、より専門性の高い支援を目指した
・人権研修・訓練、BCP研修・訓練等の法定研修のほか、岡田澄恵講師や清水由香講師によるケース検討会などの研修を行った。
・毎月1回、アレーズまほろばにて、利用者当事者のグループ「幸せになろう会（利用者がグループ名を決定）を開催した。
2 障害者雇用等の充実、みんなが働きやすい職場づくり
あらたに、アレーズまほろばに清掃の業務で2名の障害者雇用を行った
2025年3月新たに障害者雇用求人をだし、新年度は雇用の予定。
3 販売会やカフェ事業、就労支援など地域に広がる事業を展開する
ものづくりのわ（国立駅・立川駅など）のほか、国分寺セレオ、国分寺マルイ、滝乃川学園のものの市、フックリーの地域クリスマス会、国分寺祭り、国立地球屋など積極的に販売会を行った。
＜前年度からの課題について＞
〇昨年度計画して実施できなかった「アレーズまほろば」での就労支援と地域への広がりのための「カフェ」の改築事業を実現させる。（助成金補助金提出した）
〇利用者の創作品をよりよいものとする（クルミル出店・ものづくりのわ・販売会充実）
〇虐待事例等ご家族の課題について、解決できるよう相談をした（他機関・市や包括センターと連携）
＜法人全体の取り組み＞
〇令和6年11月に前理事長の木下介士さんが逝去され、令和7年3月に身体障害者福祉協会、社会い福祉法人万葉の里と共催で偲ぶ会を開催した。今後も木下介士さんの貢献を忘れないように記念していきたい。
〇今年度は第三者評価を受審した。報告はWAMネットにて公表。特段問題はなく、ご利用者様からも今後もまほろばの運営の継続を期待する声が多かった。課題として「整理整頓」があり、チームで話し合い、整理整頓の実施に勤めている。職員、ご利用者様、それぞれに報告会を行った。
〇デイオアシスまほろばが3年に一度の訪問による調査、審査を受審した。特段問題はなく、WAMネットにて報告を公開している。
〇アレーズまほろばのカフェを実施する計画に基づき、東京都赤い羽根共同募金会に提出。令和7年度実施の予定。
＜職員の育成＞
〇職員の退職等に伴い、数人の非常勤職員を採用した。
〇専門性を大事にし、より質の高い支援を目指す。研修や資格取得を応援するため、施設内施設外の研修に職員を派遣した。
〇障害者雇用、高齢者有償ボランティアを今後も継続、充実し、ノウハウを蓄積していく。それぞれの持ち味を生かし、多様性を認めあう職場環境を目指した。新たに2名の障害者雇用を行った。
〇一粒福祉会のもつ良さ「利用者の個別化」「専門性の充実」などを今後も継続し、法人の事業管理優先でなく、利用者の暮らしを中心に考える事業の在り方や、高次脳・失語症の方の支援、障害高齢者の支援を充実させることで、地域全体の福祉の向上に貢献するようケース検討会や研修を行った。
＜障害者・高齢者雇用の推進＞
障害者雇用・高齢者雇用を今後も実施した（障害者・高齢者を雇用することで、雇用の機会を提供し、また人材の確保をし、税制上の優遇を受けている）
障害者就労移行支援やハローワークと連携し、障害者就労インターン、高齢者・高齢者有償ボランティアを実施した。
＜国分寺市身体障害者福祉協会との連携＞
法人設立の基礎となった国分寺市身体障害者福祉協会との連携を強め、障害のある人たちの豊かな地域社会づくりに共同して取り組み、居住支援の勉強会などを行った。会場で60名。オンラインで30名ほどの参加があり、盛況であった。令和7年も実施の予定。

＜デイオアシスまほろば＞
利用定員10名地域密着型通所介護
共生型生活介護
創作活動・外出活動など充実した活動を行った

＜ワークオアシスアレーズまほろば＞
生活介護事業
〇作業や体操、外出など充実したプログラムを行った
〇国立市の「生活介護の会」連絡会に出席、合同研修会などを行った。
就労継続支援事業B型
〇就労プログラムをハローワークと連携して行った
〇工賃を高めるためのお仕事ネットワークと連携して受託した
〇クルミル（東京都）に革工芸などを提出した。
以上
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